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第１問 

 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案

用紙の（  ）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。 

 

１．前期の決算において計上していた未払利息￥70,000について、本日（当期首）、再振替仕訳を行った。 

ア．未収利息 イ．支払利息 ウ．未払利息 

エ．前受利息 オ．前払利息 カ．受取利息 

 

２．商品￥66,500（送料込み）を販売し、代金は掛けとした。また、同時に配送業者へこの商品を引き渡し、送

料￥3,500（費用処理する）は月末に支払うこととした。 

ア．売上 イ．未収入金 ウ．未払金 

エ．現金 オ．発送費 カ．売掛金 

 

３．損益勘定の記録によると、当期の収益総額は￥2,800,000で費用総額は￥2,240,000であった。この差額を繰

越利益剰余金勘定へ振り替える。 

ア．資本金 イ．損益 ウ．繰越利益剰余金 

エ．売上 オ．仕入 カ．利益準備金 

 

４．北関東株式会社から商品￥385,000を仕入れ、代金のうち￥70,000は現金で支払い、残額は同社あての約束手

形を振り出した。 

ア．支払手形 イ．仕入 ウ．売上 

エ．現金 オ．当座預金 カ．受取手形 

 

５．電子記録債務￥490,000が決済され、同額が当座預金口座から引き落とされた。 

ア．電子記録債権 イ．買掛金 ウ．支払手形 

エ．受取手形 オ．電子記録債務 カ．当座預金 

 

６．営業の用に供している店舗の固定資産税￥53,200を現金で納付した。 

ア．通信費 イ．現金 ウ．普通預金 

エ．租税公課 オ．支払手数料 カ．建物 

 

７．得意先に対する売掛金（前期販売分）￥154,000が貸し倒れた。なお、貸倒引当金の残高は￥133,000である。 

ア．貸倒引当金繰入 イ．貸倒損失 ウ．償却債権取立益 

エ．売掛金 オ．貸倒引当金 カ．貸倒引当金戻入 

 

８．当期首に、４年前の期首に取得した備品（取得原価￥420,000、耐用年数５年、残存価額ゼロ）を￥96,600

で売却し、代金は当月末に当社指定の口座に振り込んでもらうこととした。この備品は定額法で減価償却を行

い、間接法で記帳している。なお、当期首分の減価償却は不要である。 

ア．未収入金 イ．普通預金 ウ．備品減価償却累計額 

エ．固定資産売却損 オ．固定資産売却益 カ．備品 
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 借       方 貸       方 
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（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  
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（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  
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（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

４ 

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

５ 

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

６ 

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  
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（   ）  （   ）  
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（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  
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９．従業員の給料￥420,000を支給するに際して、所得税の源泉徴収額￥21,000と従業員負担の社会保険料

￥35,000を差し引いた残額を普通預金口座から支払った。 

ア．普通預金 イ．所得税預り金 ウ．従業員立替金 

エ．社会保険料預り金 オ．給料 カ．法定福利費 

 

10．現金の実際有高が帳簿残高より￥9,800多かったので、現金過不足勘定で処理しておいたが、原因を調査した

ところ、同額の売掛金の回収が記帳漏れとなっていることが判明した。 

ア．雑益 イ．売掛金 ウ．現金 

エ．雑損 オ．現金過不足 カ．買掛金 

 

11．当社の専務取締役Ｈ氏に貸し付けていた￥700,000の満期日になり、Ｈ氏から元利合計が普通預金口座に振り

込まれた。なお、貸付けの年利率は1.5％、貸付期間は当期中の10か月間であり、利息は月割計算する。また、

勘定科目は、その重要性を考慮して、役員貸付けであることを明示した勘定を用いている。 

ア．普通預金 イ．貸付金 ウ．支払利息 

エ．受取手数料 オ．受取利息 カ．役員貸付金 

 

12．商品￥61,600（消費税10％を含む）を売り上げ、代金のうち￥42,000は共通商品券で受け取り、残額は現金

で受け取った。消費税は税抜方式で処理する。 

ア．売上 イ．仮払消費税 ウ．売掛金 

エ．現金 オ．仮受消費税 カ．受取商品券 

 

13．賃借していた事務所の契約を解除し、入居時に支払った敷金￥168,000から修理費用￥59,500が差し引かれた

残額が普通預金口座に入金された。 

ア．当座預金 イ．支払家賃 ウ．雑益 

エ．修繕費 オ．普通預金 カ．差入保証金 

 

14．増資に際して、株式2,100株を1株当たり￥500で発行し、払込金額は普通預金とした。 

ア．利益準備金 イ．繰越利益剰余金 ウ．損益 

エ．普通預金 オ．借入金 カ．資本金 

 

 

15．従業員が出張から戻り、旅費交通費の精算で下記の通り報告書を受け取った。なお、電車運賃は領収書なし

でも費用計上することにしている。また、この従業員には出張前に、旅費交通費の概算額として￥10,000を渡

していたため、残額は現金で受け取った。 
 
         
  旅費交通費等報告書   領 収 書 

     山田 一郎   ＮＳ商事㈱ 

山田 一郎 様 

金 4,900円 

但し、宿泊料として 

ビジネスINN 

  移 動 先 手 段 等 領収書 金  額   

  名古屋商会 電車 無  2,100   

  ビジネスINN 宿泊 有  4,900   

  帰 社 電車 無  2,100   

   合   計  9,100   
         
 

ア．未収入金 イ．仮受金 ウ．旅費交通費 

エ．仮払金 オ．現金 カ．未払金 
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（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  
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（   ）  （   ）  
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（   ）  （   ）  

13 

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

14 

（   ）  （   ）  
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（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

15 

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  

（   ）  （   ）  
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第２問 

⑴ ＮＳ株式会社の11月中の売掛金に関する取引の勘定記録は以下のとおりである。下記勘定の空欄のうち、

（ ① ）～（ ⑤ ）に入る適切な金額を答えなさい。なお、得意先は下記２店のみとし、売掛金の回収は普通

預金による。各勘定は毎月末に締め切っている。 

 

総 勘 定 元 帳 

売  掛  金 

11/ 1 （  ）  364,000  11/ 5 （  ）  98,000  

10  売 上   280,000  8  普 通 預 金   154,000  

15  売 上   140,000  16 （  ） （  ） 

18 （  ） （ ① ） 20 （  ）  77,000  

       25  普 通 預 金  （ ② ） 

       27  普 通 預 金   112,000  

        30 （  ）  280,000  

     （  ）     （  ） 

 

得 意 先 元 帳 

埼 玉 商 店 

11/ 1 （  ）  175,000  11/ 5  回 収   98,000  

10  売 り 上 げ  （ ③ ） 20  回 収  （ ④ ） 

       27  回 収   112,000  

        30 （  ）  168,000  

     （  ）     （  ） 

 

滋 賀 商 店 

11/ 1 （  ） （ ⑤ ） 11/ 8 （  ）  154,000  

15  売 り 上 げ   140,000  16  返 品   140,000  

18 （  ）  266,000  25  回 収  （  ） 

        30 （  ）  112,000  

      595,000       595,000  

 

 

 

⑵ 答案用紙の固定資産台帳にもとづいて、下記の問に答えなさい。 

なお、当期はX7年4月1日からX8年3月31日までの1年間であり、減価償却はすべて残存価額ゼロの定額法によ

り月割計算で行っている。 

 

問 

１．答案用紙の固定資産台帳の空欄にあてはまる金額を答えなさい。なお、？は採点対象ではないため、記入す

る必要はない。 

２．仮に当期の２月末に備品Ａを￥2,842,000で売却した場合の固定資産売却損益の金額を答えなさい。解答にあ

たっては、売却益と売却損のどちらか正しいものを〇で囲みなさい。 
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第２問 

⑴ 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

      

 

 

 

⑵  

１． 
 

 固 定 資 産 台 帳（備品・抜粋） （単位：円）   

取得年月日 名称等 数量 
耐用 

年数 
取 得 原 価 

期 首 

減価償却累計額 
期首帳簿価額 当期減価償却費 

X3年４月１日 備品Ａ １ 10年 8,820,000    

X4年10月１日 備品Ｂ １ ５年 3,780,000    

X7年６月１日 備品Ｃ １ ３年 6,274,800 ― ―  

小  計    18,874,800 ？ ？ ？ 
                

 

 

２． ￥ （ ） 売却益 ・ 売却損 
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第３問 

 次の［決算整理事項等］にもとづいて、答案用紙の精算表を完成しなさい。なお、消費税の仮受け・仮払いは

売上取引・仕入取引のみで行うものとする。会計期間はX7年４月１日からX8年３月31日までの１年間である。 

 

［決算整理事項等］ 

 １．売掛金￥420,000が普通預金口座に振り込まれていたが、この記帳がまだ行われていない。 

 ２．仮払金は、従業員の出張に際して渡した旅費交通費概算額である。X8年３月31日、従業員が出張から戻り、

旅費交通費明細の報告を受け、残額の￥14,000を現金で受け取ったため、適切に処理する。 

 ３．現金過不足の原因を調べたところ、収入印紙代（購入後、ただちに使用済み）￥56,000の記入漏れが判明

した。これ以外は不明のため、残額は雑損または雑益で処理する。 

 ４．当座預金勘定の貸方残高全額を当座借越勘定に振り替える。なお、当社は取引銀行との間で￥420,000を借

越限度額とする当座借越契約を締結している。 

 ５．電子記録債権と売掛金の期末残高に対して２％の貸倒引当金を差額補充法で設定する。 

 ６．期末商品棚卸高は￥4,410,000である。なお、売上原価の計算には仕入勘定を用いる。 

 ７．建物および備品について、定額法による減価償却を行う。なお、建物および備品の期中取得はない。 

建物： 残存価額ゼロ  耐用年数25年 

備品： 残存価額ゼロ  耐用年数８年 

 ８．借入金は、X7年11月１日に借り入れたものであり、期間１年間、年利率１％、利息は借入時に１年分を支

払っている。そこで、前払分を適切に処理する。 

 ９．消費税の処理（税抜方式）を行う。 

 10．税引前当期純利益（法人税等を控除する前の利益）の30％を法人税等として計上する。なお、中間納付は

行っていない。 
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第３問 

   精 算 表   （単位：円）

勘 定 科 目 
残 高 試 算 表 修 正 記 入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

現 金 1,113,000        

現 金 過 不 足 70,000        

普 通 預 金 2,100,000        

当 座 預 金  399,000       

電 子 記 録 債 権 2,450,000        

売 掛 金 2,170,000        

仮 払 金 98,000        

仮 払 消 費 税 2,128,000        

繰 越 商 品 3,668,000        

建 物 10,500,000        

備 品 840,000        

土 地 14,000,000        

買 掛 金  2,380,000       

借 入 金  8,400,000       

仮 受 消 費 税  2,954,000       

貸 倒 引 当 金  105,000       

建物減価償却累計額  7,560,000       

備品減価償却累計額  630,000       

資 本 金  8,400,000       

繰越利益剰余金  2,142,000       

売 上  29,540,000       

仕 入 21,280,000        

給 料 1,680,000        

租 税 公 課 140,000        

旅 費 交 通 費 189,000        

支 払 利 息 84,000        

 62,510,000 62,510,000       

雑  （  ）         

当 座 借 越         

貸倒引当金（   ）         

減 価 償 却 費         

法 人 税 等         

(    )利 息         

未 払 消 費 税         

未 払 法 人 税 等         

当期純(   )         
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